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令和〇年〇〇月〇〇日 

 

各    位 

                                      

広島市長 松 井 一 實  

                          （市民局市民安全推進課） 

 

広島市安全なまちづくりに関する地域防犯活動団体アンケート調査について

ご協力のお願い  

 

 広島市では、平成１８年（2006年）１２月に「広島市安全なまちづくりの推進に関す

る基本計画」を策定し、現在は「第４次広島市安全なまちづくりの推進に関する基本計

画」を指針として、市民、事業者及び行政がそれぞれの役割を担い、犯罪の起こりにく

い安全なまちづくりの総合的かつ計画的な推進を図っています。 

 この度、当該計画の改定を予定しており、今後の施策展開の基礎資料とするため、皆

様の治安に対する意識や安全・安心なまちづくりに対するご意見・ご要望についてアン

ケート調査を実施することになりました。 

 この調査は、平成２９年度から令和６年度の広島市安全なまちづくり功労表彰を受け

られた９９の地域防犯活動団体に、ご回答をお願いするものです。 

 ご回答は無記名でお答えいただき、統計的に処理するもので、調査以外の目的には使

用いたしません。なお、調査結果については、まとまり次第、本市ホームページ等で公

表する予定です。 

 お忙しいところ大変恐縮ですが、調査の趣旨をご理解の上、調査にご協力いただきま

すようよろしくお願い申し上げます。 

【お問合せ先】 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答にあたってのお願い 

 ① この調査は、貴団体（会長等の調査回答協力者）のお考えで回答してください。 

 ② 回答は、質問ごとに、あてはまる番号を○で囲んでください。 

（その際、「○印は、１つ」、「○印は、いくつでも」などの指示に従って記入し

てください。あてはまる回答がない場合は、○印をつけないままで結構です。） 

 ③ 「その他」に○をされた場合は、（  ）内にその内容をご記入ください。 

 ④ 回答によっては、次の質問に回答していただいたり、飛ばして先の質問にいく

場合がありますので、質問の指示に従ってご回答ください。 

 ⑤ 記入後、この調査票を同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに、〇〇月〇〇

日（〇）までに郵便ポストへご投函ください。 

 

広島市市民局市民安全推進課 （担当：〇〇、〇〇） 

 〒730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目６番３４号 

 電 話 ： ０８２－５０４－２７１４（直通） 

 ＦＡＸ ： ０８２－５０４－２７１２ 

 E-mail ： minbo@city.hiroshima.lg.jp 
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問１ 貴団体の構成員は何人ですか。年齢別、男女別で、概ねの人数をお答えください。 

     改めて、構成員の皆様に年齢をお尋ねになる必要はありません。概ねの年齢でお答えいただ

ければ結構です。（令和６年１２月１日現在） 

年   齢 
          性   別 

計 
   男   性    女   性 

１０歳代    

２０歳代    

３０歳代    

４０歳代    

５０歳代    

６０歳代    

７０歳代    

８０歳以上    

  計    

 

問２ 貴団体の活動年数は何年ですか。（令和６年１２月１日現在）（○は、１つ） 

１ ５年未満        ４ 15～20年未満         ７ 30年以上 

２ ５～10年未満          ５ 20～25年未満          ８ 不明                               

３ 10～15年未満          ６ 25～30年未満                        

 

問３ 貴団体の活動地区はどこですか。（○は、いくつでも） 

１ 中区                 ４ 西区                  ７ 安芸区 

２ 東区                 ５ 安佐南区              ８ 佐伯区 

３ 南区             ６ 安佐北区        

 

問４ 活動目的はどういったことですか。（○は、いくつでも） 

１ 地域の安全と防犯    ５ 女性の安全      ９ 犯罪被害者支援 

２ こどもの安全      ６ 交通安全              10 その他（         ） 

３ 青少年の健全育成     ７ 住環境の改善（美化,浄化） 

４ 高齢者の安全         ８ 暴力追放 

 

問５ 活動内容はどういったことですか。（○は、いくつでも） 

１ 街頭での見守り活動              ８ 犯罪情報提供 

２ 乗物を利用した見守り活動        ９ 防犯意識啓発活動 

３ 防犯パトロール                   10 街頭キャンペーン 

４ 声かけ、指導                   11 イベントや大会開催による啓発 

５ 美化、清掃                      12 警察や行政への働きかけや情報提供 

６ 危険個所の点検、解消            13 防犯カメラ等による犯罪防止活動 

７ 防犯講習                         14 その他（              ）                      

広島市安全なまちづくりに関する地域防犯活動団体アンケート調査票 
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問６ 主な活動場所はどこですか。（○は、３つ以内） 

１ 学校内や学校周辺         ７ 店舗などの様々な人が出入りする建物内 

２ 通学路              ８ 繁華街 

３ 駅やバス停周辺           ９ マンションなどの集合住宅 

４ 住宅地内                         10 特に決めていない 

５ 駐車場、駐輪場                   11 その他（              ） 

６ 公園、広場     

  

   

問７ 昨年１年間における活動頻度はどれくらいですか。（○は、１つ） 

１ ほぼ毎日                 ５ 年 10回程度           ９ その他（      ） 

２ 週 3～4回程度            ６ 年 5回程度            10 活動なし 

３ 週 1～2回程度(月 4～5回) ７ 年 1～2回程度      

４ 月 1～2回程度          ８ 不明(把握が難しい)    

 

   

問８ 以前（概ね５年前）と比べて、活動頻度はどうですか。（○は、１つ） 

１ かなり増えた    ２ やや増えた     問９、 問１１へお進みください  

３ かなり減った    ４ やや減った    問１０、問１１へお進みください   

５ 変わらない     ６ わからない    問１１へお進みください 

 

 

問９  【問８で、１または２と回答された団体】 

活動頻度が増えた主な理由はなんですか。（○は、１つ） 

１ 犯罪が多様化し、活動内容が増えた      ３ 活動の参加者が増えた   

２ 活動の参加者の意識が高まった        ４ その他（          ） 

 

       

問１０ 【問８で、３または４と回答された団体】 

活動頻度が減った主な理由はなんですか。（○は、１つ） 

１ 犯罪が減少し、活動内容が減少した     ３ 活動の参加者が減った 

２ 活動の参加者の意識が低下した       ４ その他（          ） 

 

 

問１１ 貴団体が活動を継続するうえで、抱えておられる問題点や課題はどういったことですか。 

（○は、３つ以内） 

１ 活動のマンネリ化による意識低下   ７ 活動参加者の安全確保への不安 

２ 構成員の高齢化           ８ 団体同士の連携や協力体制が不十分 

３ 構成員の減少                       ９ 活動の目標設定がしにくい 

４ 後継者不足                         10 活動に必要な物品の不足              

５ 地域住民の理解不足               11 その他（             ）       

６ 活動費用の不足                     12 特になし 
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問１２ 防犯活動を維持するうえでの活動費はどのような状況ですか。（○は、１つ） 

１ 活動費はある       問１３、問１４、問１５へお進みください 

２ 活動費はない        問１５へお進みください 

 

 

問１３ 【問１２で、１と回答された団体】 

活動費はどのように確保されていますか。（○は、いくつでも） 

   １ 町内会費の一部を配分してもらっている    

   ２ 団体等からの助成金や補助金で賄っている 

   ３ 活動員から会費を徴収している 

   ４ 活動員が負担している 

   ５ 企業や個人等からの寄付金で賄っている 

   ６ その他（               ） 

 

 

問１４ 【問１２で、１と回答された団体】 

 昨年１年間の活動費総額は概ねいくらですか。（○は、１つ） 

１ ３万円未満      ３ ５～10万円未満         ５ 15万円以上 

２ ３～５万円未満      ４ 10～15万円未満           

 

 

問１５ 貴団体が防犯活動を実施する際に、特に必要な防犯活動用の資機材は何ですか。 

（○は、３つ以内） 

１ 蛍光ベスト  ５ 車両用青色回転灯    ９ 防犯を呼びかけるのぼり旗 

２ 帽子     ６ 防犯パトロール用腕章  10 その他（          ） 

３ 誘導灯    ７ 防犯用たすき      11 特になし 

４ 強力ライト  ８ 防犯ブザー 

 

 

問１６ 貴団体の活動地域の治安についてどう感じていますか。（○は、１つ） 

１ 良い         ３ 普通       ５ 悪い 

２ やや良い     ４ やや悪い     ６ わからない 

 

 

問１７ 貴団体の活動地域の治安状況について、以前（概ね５年前）と比べてどのように感じ

ますか。（○は、１つ） 

１ 良くなった  ２ やや良くなった      問１８、問２０へお進みください 

３ 悪くなった  ４ やや悪くなった      問１９、問２０へお進みください 

５ 変わらない  ６ わからない        問２０へお進みください 
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問１８ 【問１７で、１または２と回答された団体】 

良くなったと感じる理由をお答えください。（○は、３つ以内） 

１ 地域住民の防犯意識や連帯感が高く    ６ 犯罪情報が提供されるようになった 

なった                            ７ 防犯カメラなどの防犯機器が増えた 

２ 居住環境が良くなった         ８ 暴走族や少年の犯罪が減少した 

３ 地域で起こる犯罪が減少した           ９ 暴力団などの組織犯罪が減少した 

４ 法律や条例の規制により犯罪防止の     10 地域、行政、警察など防犯への取組 

効力が強まった                          が強化された 

５ 警察のパトロールが強化された         11 その他（           ） 

 

問１９ 【問１７で、３または４と回答された団体】 

悪くなったと感じる理由をお答えください。（○は、３つ以内） 

１ 地域住民の防犯意識や連帯感が低く ６ 暴走族や少年の犯罪が増加した 

  なった              ７ 暴力団などの組織犯罪が増加した 

２ 居住環境が悪くなった       ８ 犯罪者の低年齢化が進んだ 

３ 地域で起こる犯罪が増加した    ９ 誰もが被害者になりうる通り魔などの犯罪 

４ 法律や条例で規制できないマナー違   が増加した 

  反が増加した           10 インターネットや携帯電話（スマートフォン）を 

５ 全国で発生する様々な犯罪報道によ   利用した見えない相手からの犯罪が増加した 

り不安が増加した           11 その他（             ） 

 

問２０ 貴団体の活動地域において、起こるかもしれないと不安を感じる犯罪は何ですか。 

（○は、３つ以内） 

１ 殺人、強盗などの凶悪な犯罪         10 つきまといなどのストーカー犯罪 

２ 暴行、傷害などの粗暴な犯罪            11 オレオレ詐欺や還付金詐欺などの特殊詐欺 

３ ひったくり、路上強盗           12 悪質商法  

４ 空き巣などの侵入犯罪                 13 インターネットや携帯電話（スマートフォ 

５ 自転車・バイクなどの乗り物盗           ン）サイトを利用した犯罪 

６ 車上ねらい、置き引き                  14 通り魔による犯罪 

７ 薬物犯罪（覚せい剤などの違法薬物）   15 暴力団員による犯罪 

８ こどもの連れ去りやいたずら           16 その他（             ）  

９ ちかん、不同意わいせつなどの性犯罪   17 不安に感じることはない  

 

問２１ 貴団体の活動地域において、犯罪が起こるかもしれないと不安を感じる場所はどこで

すか。（○は、３つ以内） 

１ 繁華街                                   ６ 公園・広場         

２ 駅                                       ７ 暗がりや人気のない場所          

３ 路上                                     ８ 店舗   

４ 自宅・マンション                      ９ その他(                  )           

５ 駐車場・駐輪場                          10 不安に感じる場所はない 
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問２２ 地域住民が犯罪被害にあわないためには、どのようなことを心がけるべきと思いますか。 

（○は、３つ以内） 

１ 鍵かけの徹底            

２ 暗がりなど危険な場所をできるだけ避ける 

３ 常に犯罪情報の入手を心がける 

４ 不審な電話があった場合は、家族や友人等に相談する 

５ 訪問者への慎重な対応 

６ 防犯グッズの活用（防犯ブザー、ひったくり防止ネットなど） 

７ 防犯機器の活用（防犯カメラ、防犯機能付き電話、機械警備など） 

８ 近所付き合いの活発化 

９ 防犯講習会などへの参加 

10 防犯活動への参加 

11 インターネットや電子メールなどにおける不審な情報への慎重な対応 

12 歩行時などの周囲への注意強化 

13 警察や相談機関への積極的な相談・問合せ 

14 一人での行動を控える 

15 その他（                                   ） 

16 特になし 

 

 

問２３ 貴団体の活動地域の治安を良くするために、行政や警察が今後どのような取組を強化

することが必要だと思いますか。（○は、３つ以内） 

１ 個々の防犯意識の向上           ９ 社会モラルの向上 

２ 防犯情報の提供              10 犯罪者の更生支援 

３ こどもの安全対策             11 被害者支援の充実 

４ 少年非行防止対策             12 地域防犯活動の活性化 

５ 女性の安全対策              13 法律や条例による規制強化 

６ 高齢者の安全対策             14 その他(                    )                     

７ 警察による取締強化            15 特になし 

８ 防犯カメラ等の整備     

 

 

問２４ 地域や個人・事業者で取り組む防犯活動に対し、行政や警察がどのような支援をすれ

ば良いと思いますか。（○は、３つ以内） 

１ 犯罪発生情報の提供           ７ 活動参加者の育成・指導 

２ 活動に対する安全確保         ８ 活動者の表彰 

３ 活動に対する財政支援          ９ 活動に必要な物品等の提供や貸与 

４ 活動内容の広報             10 その他（             ）

５ 活動参加者を増やすための働きかけ    11 特になし  

６ 集会所などの活動拠点の提供       
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問２５ 本市では、防犯活動を行っている町内会等の地域団体が公共の場所（道路、公園など）

に防犯カメラを設置する場合、設置費用の一部を補助する制度を実施しています。 

    貴団体（又は貴団体の活動地域の町内会等）では、この補助制度を活用するなどして、

防犯カメラを設置していますか。（○は、１つ） 

   ※補助対象者：防犯活動を行っている町内会・自治会、連合町内会、防犯組合、防犯組合連合会、 

          地区（学区）社会福祉協議会 

１ 設置している      問２６、問２８へお進みください 

２ 設置していない     問２７、問２８へお進みください 

 

 

問２６ 【問２５で、１と回答された団体】 

    設置している防犯カメラの防犯効果はどのように感じていますか。（○は、１つ） 

１ 非常に防犯効果がある         ４ 設置前より悪くなった 

２ やや防犯効果がある          ５ わからない 

３ 設置前と防犯効果は変わらない 

 

 

問２７ 【問２５で、２と回答された団体】 

    防犯カメラを設置していない理由はなんですか。（○は、いくつでも） 

  １ 防犯カメラを設置するための補助制度のことを知らなかった 

  ２ 既存の防犯活動で足りている 

  ３ 設置に要する費用を捻出できない 

  ４ 設置後の維持管理費を捻出できない 

  ５ 設置する適当な場所がない 

  ６ 設置したいが、設置場所の管理者の同意が得られない 

  ７ 団体として適切に維持管理する体制が整っていない 

  ８ その他（                    ） 

 

 

問２８ 『再犯防止のためには、犯罪をした人を社会から排除・孤立させるのではなく、再び

受け入れることが自然にできる「誰一人取り残さない」社会の実現が大切である。』とい

う意見について、どう思いますか。（○は、１つ） 

※「再犯」：犯罪をした人が再び犯罪をすること 

          「再犯防止」：犯罪をした人が立ち直り、再犯しないようにすること 

  １ そう思う             ４ 思わない 

  ２ どちらかというとそう思う     ５ わからない 

  ３ どちらかというとそう思わない 
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問２９ 貴団体は、再犯防止の取組として、犯罪をした人たちへの立ち直りに協力したいと思いま

すか。（○は、１つ） 

１ 思う 

  ２ どちらかといえば思う 

  ３ どちらかといえば思わない 

  ４ 思わない 

  ５ わからない 

 

問３０ 貴団体は、再犯防止のためには、具体的にどのようなことが必要だと思いますか。 

（○は、３つ以内）  

１ 犯罪をした人への就労支援 

２ 犯罪をした人への住宅確保支援 

３ 犯罪をした人への保健医療・福祉制度の利用促進 

４ 非行防止に向けた学校等と連携した修学支援 

５ 再犯防止に協力する民間協力者の活動に対する支援 

６ 再犯防止についての理解を深めるための広報・啓発活動 

７ 犯罪を地域の問題として捉え地域ぐるみでの再犯防止に向けた支援 

８ 刑務所、少年院、保護観察所等による、一人ひとりの問題性に応じたきめ細かな指導や支援の充実 

９ その他（                    ） 

10 わからない 

 

問３１ 本市の安全なまちづくりに関して、ご意見・ご要望がありましたら、自由にお書きく

ださい。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

ご協力ありがとうございました 


